
東京大学
「気候と社会」特別公開講義

1月17日（水）
1月18日（木）

開講にあたって

東京大学
「気候と社会」特別公開講義

　「地球沸騰化」といわれた2023年。日本も記録的な猛暑に見舞われました。そして、年末に開催
された国連のCOP28では、世界が「化石燃料からの脱却」に取り組むことが合意されました。
　現代を生き抜く上での必須課題となった気候変動問題について、東京大学の教授陣が、科学から
社会まで分野を横断した新しい視点で論じます。
　東京大学内外の学生ならびに社会人の方々の参加を歓迎します。

オンラインのみ

対面会場：東京大学教養学部 駒場ファカルティ・ハウス 1階セミナー室（1月18日）
参加費：無料 　
申　込：要申込（右に記載の2次元コードからお願いします）

対談とディスカッション
（対面（学内のみ）＋オンライン）

開　催
14:00～17:00
14:00～17:00



14:00-14:55

   

15:00-15:55　

   

16:00-16:55

1月17日（水）
プログラム

14:00-14:55　亀山康子Ｘ斎藤幸平　
　　　　　　　　

15:00-15:55　江守正多Ｘ井田寛子　　
　　　　　　　　

16:00-16:55　渡部雅浩Ｘ横山祐典

1月18日（木）

講義：オンライン

対談とディスカッション：対面（学内のみ）＋オンライン

沖　大幹　工学系研究科　　　　

気候変動と社会の相互作用環

伊藤昭彦　農学生命科学研究科　

気候変動と生態系の科学

瀬川浩司　総合文化研究科

グリーンテクノロジーの可能性と潜在能力

これからの社会をどうするか

気候変動コミュニケーションとメディア

井田寛子　気象キャスターネットワーク

斎藤幸平　総合文化研究科

江守正多　未来ビジョン研究センター

亀山康子　新領域創成科学研究科

（学外ゲスト）

気候変動科学の不確かさに向き合う

横山祐典　大気海洋研究所渡部雅浩　大気海洋研究所




